
岩
波
書
店
刊
『
国
雷
総
目
録
』
の
『
身
延
鑑
』
の
項
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
・
元
禄
一
七
年
（
一
七
○
二
）
・
宝
暦
一
二
年
（
一

七
六
二
）
・
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
・
同
六
年
・
同
一
五
年
の
刊
記
を
持
つ
本
書
の
諸
本
が
諸
所
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。
し
か
し
、
本
書
諸
本
は
、
貞
享
・
元
禄
本
と
宝
暦
本
以
下
の
諸
本
と
の
二
つ
に
、
大
き
く
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後

者
に
は
、
「
新
板
増
補
」
と
あ
っ
て
、
同
本
は
貞
享
・
元
禄
本
の
増
補
版
で
あ
り
、
か
つ
新
訂
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
の
拳
な
ら
ず
、
宝

近
世
の
身
延
の
、
い
わ
ば
参
詣
案
内
書
と
し
て
印
刷
さ
れ
、
人
び
と
を
ガ
イ
ド
し
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
『
身
延
鑑
』
で
あ
る
。

Ｔ
）

し
か
し
、
本
番
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
的
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
小
冊
子
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
と

は
い
え
、
そ
の
版
権
と
販
売
が
、
の
ち
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
独
占
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
点
か
ら
い
っ
て
も
、
本
書

の
書
誌
的
考
察
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

「
身
延
鑑
』
管
見

は
じ
め
に

一

● －

1局

木

豊
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（
⑨
“
）

い
ま
、
貞
享
本
（
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
）
を
見
る
に
、
表
紙
に
「
身
延
山
根
元
記
完
」
と
の
貼
外
題
が
あ
り
、
次
い
で
、
「
身
延
山

根
元
記
序
」
が
あ
り
、
そ
の
丁
の
裏
に
「
目
録
」
と
し
て
、
一
身
延
山
久
遠
寺
由
来
之
事
一
仏
閣
山
堂
有
所
を
し
る
事
一
作

仏
霊
宝
の
品
品
知
ル
事
一
七
面
の
明
神
す
が
た
を
あ
ら
〈
し
玉
ふ
事
一
当
山
の
宿
坊
の
名
を
し
る
事
一
祖
師
以
来
代
々
聖

人
号
を
し
る
事
一
当
山
三
首
の
歌
の
事
一
公
方
代
々
御
制
札
之
事
一
波
木
井
六
郎
大
聖
人
を
尊
敬
し
玉
ふ
事
一
同
所

（
②
》
）

大
野
本
遠
寺
開
關
を
知
る
事
の
十
項
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
に
は
、
こ
の
標
題
は
記
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
内
題
は

「
身
延
鑑
巻
之
上
・
巻
之
中
・
巻
之
下
」
の
よ
う
に
表
記
、
ま
た
、
尾
題
も
「
身
延
鑑
巻
上
終
・
巻
中
終
・
巻
下
終
」
と
表
記
し
て
い

る
。
改
巻
は
改
丁
し
て
い
る
が
、
三
巻
一
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
巻
の
丁
付
は
一
～
十
四
で
あ
る
が
、
中
・
下
巻
は
一
～
十
九
と
丁
付

を
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
享
本
『
身
延
鑑
』
は
、
全
三
巻
一
冊
三
三
丁
の
書
物
で
あ
る
。

刊
記
を
見
る
に
、
刊
時
の
「
貞
享
二
乙
丑
孟
春
吉
辰
」
を
中
心
に
し
て
、
右
下
に
「
洛
陽
之
沙
門
」
、
左
下
に
「
松
会
開
板
」
と
あ
る
。

「
洛
陽
之
沙
門
」
と
は
、
筆
者
を
示
す
が
、
そ
の
誰
人
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
の
承
な
ら
ず
、
の
ち
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
果
し
て
、

沙
門
Ⅱ
僧
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
、
疑
問
の
生
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
つ
ぽ
う
、
開
板
者
松
会
は
、
江
戸
の
書
建
松
会
市
郎
兵
衛
・

三
四
郎
と
思
わ
れ
る
。
山
岸
徳
平
『
書
誌
学
序
説
』
に
よ
れ
ば
、
松
会
版
と
し
て
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
市
郎
兵
衛
刊
の
「
ま
ん

ね
ん
こ
よ
み
大
さ
っ
し
よ
」
が
最
も
古
く
、
三
四
郎
の
開
板
書
に
つ
い
て
は
、
井
上
和
雄
編
『
増
訂
堰
紐
薔
賀
集
覧
』
に
、
明
暦
四
年

（
一
六
五
八
）
の
『
明
暦
武
鑑
』
開
板
以
後
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
開
板
の
『
朝
敵
橋
弁
慶
』
に
い
た
る
書
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

享
本
は

あ
っ
た
。

暦
本
以
下
の
諸
本
の
版
権
は
、
身
延
山
久
遠
寺
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
「
身
延
山
蔵
版
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
貞

享
本
は
「
松
会
」
の
開
板
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
元
禄
本
は
井
河
治
郎
兵
衛
・
駒
井
五
郎
兵
衛
に
よ
る
貞
享
本
を
も
と
に
し
た
覆
刻
本
で
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こ
こ
で
元
禄
本
（
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
を
見
れ
ば
、
同
本
は
貞
享
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
異
な
る
の
は
、
も
と
よ
り
そ
の
刊

記
で
あ
っ
て
、
「
元
禄
十
七
甲
申
孟
春
吉
辰
井
河
治
郎
兵
衛
・
駒
井
五
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
文
媛
末
尾
「
…
…
只
身
延
の
山

の
曇
ら
ぬ
か
げ
を
写
し
置
く
も
の
な
り
」
の
次
に
少
し
間
を
あ
け
、
か
つ
本
行
よ
り
少
し
左
に
「
洛
陽
沙
門
記
之
」
と
あ
る
の
は
、
貞
享

（
凸
砥
）

本
「
洛
陽
之
沙
門
」
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
井
河
を
並
河
と
す
れ
ば
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
安
国
院
日
講
の
『
録
内
啓
蒙
条

箇
』
を
独
力
で
、
同
六
年
に
は
長
谷
川
長
右
衛
門
と
共
同
で
、
了
義
院
日
達
の
『
山
陰
雑
録
』
を
刊
行
し
た
並
河
甚
三
郎
が
想
い
起
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
井
上
和
雄
編
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
並
河
甚
三
郎
は
「
梅
英
軒
享
保
ｌ
寛
政
京
都
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
天
明
の
頃
四

条
通
東
入
町
に
移
れ
り
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
平
楽
寺
略
景
譜
」
に
よ
れ
ば
、
並
河
を
別
家
扱
い
に
し
て
い
る
。
平
楽
寺
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
近
世
初
頭
以
来
出
版
を
行
な
っ
た
平
楽
寺
村
上
勘
兵
衛
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
別
家
扱
い
と
す
れ
ば
、
並
河
も
ま
た
、
出
版

を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
す
く
な
く
と
も
正
徳
年
間
に
お
け
る
刊
行
は
右
の
二
書
に
よ
っ
て
確
認
で
き
よ
う
。
こ
の
甚
三

い
ま
こ
れ
に
、
『
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館
和
漢
書
書
名
目
録
古
書
之
部
』
に
よ
っ
て
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
『
し

た
』
八
松
会
三
四
郎
Ｖ
（
井
上
和
雄
前
掲
書
に
挙
げ
る
同
年
刊
の
『
志
田
物
語
』
か
）
が
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
『
洛
陽
往
来
』

八
江
戸
松
会
Ｖ
が
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
『
丁
卯
江
戸
鑑
』
八
松
会
Ｖ
が
、
刊
行
年
時
未
詳
の
『
十
番
切
』
八
松
会
Ｖ
お
よ
び

『
ふ
し
み
と
き
は
』
八
松
会
三
四
郎
Ｖ
が
、
補
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
貞
享
二
年
本
の
『
身
延
鑑
』
は
、
江
戸
の
書
建
松
会

に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
た
だ
、
江
戸
の
書
建
松
会
が
、
い
か
な
る
契
機
や
関
係
に
よ
っ
て
、
「
洛
陽
之
沙
門
」
述

作
の
本
書
を
開
板
す
る
に
い
た
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
筆
者
「
洛
陽
之
沙
門
」
に
つ
い
て
も
、
誰
人
で
あ

る
か
、
な
お
未
詳
で
あ
る
。
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郎
と
先
の
治
郎
兵
衛
と
同
一
人
と
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
世
に
お
い
て
、
出
版
を
家
業
と
す
る
こ
と
は
他
に
も
見
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い
は
、
治
郎
兵
衛
は
む
し
ろ
甚
三
郎
の
先
代
、
近
親
者
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
駒
井
に

倉
）

い
た
っ
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
二
人
を
書
建
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
井
川
と
駒
井
の
二

人
は
松
会
の
版
権
を
手
に
入
れ
、
貞
享
本
開
板
一
七
年
後
の
元
禄
一
七
年
に
、
か
れ
ら
の
版
と
し
て
貞
享
本
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
刊
行

し
た
。
こ
れ
が
元
禄
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
末
尾
に
、
「
洛
陽
沙
門
記
之
」
と
改
刻
し
た
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
書
建
か
ら
京
都
の

書
弾
へ
の
板
権
の
移
行
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

、

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
、
『
日
蓮
宗
年
表
』
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
の
条
に
「
此
頃
一
円
院
日
脱
身
延
鏡
纂
集
す
（
奥

（
６
）

書
）
」
と
あ
り
（
傍
点
筆
者
以
下
同
じ
）
、
日
脱
が
本
書
の
編
者
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
年
表
』
編
纂
者
が
、
そ
の
奥
書
に
よ
っ

た
と
す
る
日
脱
纂
修
の
『
身
延
鏡
』
は
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
日
蓮
僧
の
著
作
を
網
羅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
日

蓮
宗
宗
学
章
疏
目
録
』
の
日
脱
の
項
に
つ
い
て
も
、
こ
の
『
身
延
鏡
』
纂
修
の
こ
と
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事

を
そ
の
ま
ま
に
は
依
魑
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
貞
享
本
『
身
延
鑑
』
の
著
者
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
先
の
『
国
書
総
目
録
』
は
、

筆
者
を
日
亮
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
知
ら
な
い
が
、
憶
測
す
れ
ば
、
第
二
期
「
国
文
東
方
仏
教
渡
書
」
寺
誌
部
に
収
め
る
本
謹
の
解

題
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
も
ま
た
、
同
じ
く
日
亮
と
し
て
い
る
。
先
の
解
題
に
は
、
「
日
亮
貞
享
二
年

の
著
な
り
、
今
宝
暦
十
二
年
の
版
本
に
依
る
」
と
あ
る
が
、
著
者
を
日
亮
と
し
た
の
は
、
本
書
「
身
延
山
根
元
記
序
」
に
拠
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
貞
享
二
乙
丑
孟
春
始
の
日
亮
を
染
て
序
ス
」
と
あ
る
を
、
日
亮
の
次
に
（
筆
脱
ヵ
）
と
し
て
「
孟
春
始
め
日
亮
筆
を…

染
て
序
す
」
と
読
承
、
著
者
を
日
亮
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
貞
享
Ｉ
元
禄
・
宝
暦
本
と
も
に
、
「
貞
享
二
乙
丑
孟

し
ゅ
ん
は
じ
め
か
う
そ
め
ジ
劃
、

春
始
の
日
亮
を
染
て
序
ス
」
と
あ
り
、
振
り
仮
名
も
同
じ
で
あ
る
。
「
仏
教
叢
書
」
本
は
、
一
つ
に
は
、
孟
春
始
の
の
を
ｌ
「
始
」
の
字
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、
、
、

、

、

、

、
、

に
、
は
じ
め
の
振
り
仮
名
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｉ
の
で
は
な
く
、
め
と
読
み
と
り
、
そ
の
た
め
、
日
に
下
の
亮
が
続
け
ら
れ
て
日
亮

、
、

と
読
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
亮
と
読
ま
れ
る
字
に
は
、
か
う
と
振
り
仮
名
が
あ
り
、
こ
れ
ま
た
、
三
本
ｌ
正
確
に
は
貞
享
。

、
、

宝
暦
両
本
だ
が
’
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
い
ま
、
漢
字
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
振
り
仮
名
の
か
う
を
重
視
す
れ
ば
、
か
う
Ｉ
が
う
↓
毫
が
連
想

さ
れ
、
毫
Ｉ
筆
で
あ
る
か
ら
、
「
毫
Ｉ
筆
を
染
て
」
と
、
読
め
る
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
染
筆
・
染
毫
と
な
っ
て
、
意
味
は
そ
の
ま
ま
に
通

さ
れ
、

ず
る
・

、
、

、
、

以
上
の
よ
う
に
、
始
め
は
始
の
で
あ
り
、
亮
は
毫
の
誤
刻
で
あ
る
。
漢
字
に
わ
ざ
わ
ざ
か
う
の
仮
名
を
振
っ
た
の
は
、
そ
の
文
字
を
そ

の
よ
う
に
読
ま
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
は
独
音
表
記
が
か
な
り
刻
明
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
完
全
に
そ
れ

、
、
、
、

を
行
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
彫
り
落
し
が
あ
る
か
。
そ
れ
故
、
か
う
を
が
う
と
読
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
「
孟
春
始
の
日
、
毫
を
染
め
て
序
ス
」
と
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
読
め
ば
、
こ
の
文
章
に
も
と
づ
い

て
、
著
者
を
日
亮
と
断
定
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
速
断
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
序
文
か
ら
す
れ
ば
、
著
者
は
未
詳
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
著
者
は
、

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
「
甲
斐
の
身
延
山
に
ま
い
り
祖
師
の
御
真
骨
を
お
か
承
奉
ら
ん
と
思
ひ
た
ち
、
…
…
九
重
の
み
や
こ
を
出
、
あ

つ
ま
の
海
の
道
（
東
海
道
）
」
を
下
っ
て
、
身
延
に
詣
で
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
通
り
に
う
け
と
れ
ば
、
著
者
は
京
都
在
住
者
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
の
挿
絵
を
見
れ
ば
、
身
延
の
老
僧
に
対
し
、
あ
る
い
は
老
僧
に
案
内
さ
れ
て
い
る
様
相
が
描
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
相
手
は
供
を
連
れ
た
武
士
で
あ
る
。
こ
れ
を
著
者
と
す
れ
ば
、
在
家
の
執
筆
に
な
る
身
延
参
詣
・
案
内
記
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
新
た
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
貞
享
本
で
は
「
洛
陽
之
沙
門
」
と
し
て
い
た
。

本
書
最
末
に
、
著
者
は
、
「
身
延
の
山
の
森
の
木
葉
を
、
一
つ
二
つ
と
書
あ
つ
め
、
身
延
根
元
記
と
名
付
侍
り
、
蓋
の
松
そ
れ
も
あ
れ
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こ
う
し
て
、
貞
享
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
身
延
山
根
元
記
Ｉ
身
延
鑑
』
の
著
者
は
未
詳
で
あ
り
、
著
述
の
時
期
は
、
延
宝
四
年
以
降
貞

享
二
年
に
い
た
る
間
で
あ
り
、
刊
行
時
は
著
述
の
時
期
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
、
本
文
の
著
者
と
序
文
の
筆
者
は
、
別
人
で
あ
る
か

も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

零
〈
、
穴
か
し
こ
、
人
に
見
よ
と
に
く
あ
ら
ず
。
只
身
延
の
山
の
曇
ら
ぬ
か
げ
を
写
し
置
も
の
な
り
」
と
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
宝

四
年
に
詣
で
て
、
京
に
帰
っ
て
す
ぐ
に
本
書
を
記
述
し
た
か
ど
う
か
は
、
わ
か
ら
な
い
が
、
人
に
見
せ
る
た
め
に
醤
い
た
と
い
う
よ
り

は
、
自
ら
の
た
め
に
本
書
を
記
し
た
と
い
う
形
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
序
文
で
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
身
延
と
い
う
霊
地
を
「
し

る
人
ま
れ
な
る
に
よ
っ
て
、
一
帖
の
絵
草
紙
に
し
て
置
ぬ
。
然
ら
ば
歩
ミ
を
運
ぶ
人
の
た
め
に
も
な
ら
ん
」
と
、
本
書
を
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
出
版
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
と
序
文
と
の
間
に
、
あ
る
種
の
時
差
を
設
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
自
照
の
目
的
の
た
め
の
本
書
を
、
啓
蒙
的
な
も
の
と
し
て
出
版
に
踏
み
き
る
と
い
う
転
換
が
ｌ
本
文
・
序
文
の
筆
者
を

同
一
人
と
す
れ
ば
ｌ
な
ぜ
行
な
わ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、
本
書
の
著
者
と
序
文
の
筆
者
と
は
、
別
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
著
者
自
ら
「
身
延
根
元
記
」
と
名
づ
け
ｌ
貼
外
題
は
「
身
延
山
根
元
記
」
ｌ
、
序
文
に

も
、
同
じ
く
そ
う
し
な
が
ら
も
、
刊
行
に
い
た
っ
て
、
「
身
延
鑑
」
な
る
題
号
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
題
号
が
、
む
し
ろ
広
ま

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
に
、
貞
享
本
の
版
心
書
名
は
「
ミ
ノ
フ
上
・
中
・
下
」
、
宝
暦
本
の
そ
れ
は
「
ミ
の
ふ
か
堂
ミ

上
・
中
・
下
」

こ
う
し
て
、

本
稿
で
、
宝
暦
本
と
し
て
依
拠
す
る
の
は
、
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
る
が
、
の
ち
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
同
本
は
、
寛
政
五
年

で
あ
る
。

一
一
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（
一
七
九
三
）
か
ら
同
九
年
ま
で
の
間
に
刷
ら
れ
た
宝
暦
一
二
年
本
の
後
印
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
述
の
よ
う
に
若
干
の
補
刻
が
あ
る

か
ら
、
正
確
に
は
補
刻
本
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
寛
政
後
印
本
と
貞
享
本
の
分
量
を
比
較
す
る
と
勺
上
巻
に
お
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
両
本
に
か
わ
り
は
な
い
が
、
中
・
下
巻
に
お
い
て
異
な
る
。
貞
享
本
中
巻
の
分
量
が
一
二
丁
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寛
政
後
印
本
の

そ
れ
は
一
四
丁
を
数
え
る
。
そ
れ
は
、
宝
暦
本
↓
寛
政
後
印
本
に
追
加
補
刻
し
た
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
追
加
補
刻
の
部
分
は
、
久
遠
寺
歴
代
掲
示
の
項
で
あ
る
。
貞
享
本
も
宝
暦
本
も
と
も
に
、
日
向
以
来
の
歴
代
の
名
と
そ
の
示
寂
年

月
日
お
よ
び
在
位
年
数
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
貞
享
本
は
、
日
向
以
来
一
円
院
日
脱
ま
で
を
列
挙
し
て
、
寂
遠
院
日
通
に
「
延
宝
七
丁
未

二
月
十
五
日
入
寂
在
位
八
年
」
と
注
記
し
、
次
い
で
、
そ
の
後
職
で
あ
る
日
脱
に
つ
い
て
は
、
．
円
院
日
脱
聖
人
」
と
の
象
記
し
て
、

日
脱
が
現
住
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
第
六
丁
を
終
え
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
身
延
鑑
』
は
、
延
宝
四
年
（
ニ
ハ
七
五
）

の
身
延
詣
で
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
貞
享
本
に
は
、
延
宝
七
年
入
寂
の
日
通
の
こ
と
を
記
し
、
同
年
法
兄
日
通
の
跡
を
襲
っ

て
晋
山
、
元
禄
十
一
年
（
ニ
ハ
九
六
）
ま
で
久
遠
寺
貫
首
で
あ
っ
た
日
脱
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
著
者
は
、

延
宝
七
年
以
後
に
本
雷
を
著
し
た
の
か
’
と
す
れ
ば
、
先
に
言
及
し
た
延
宝
四
年
～
貞
享
二
年
が
、
延
宝
七
年
～
貞
享
二
年
と
い
う
よ
う

に
、
執
筆
時
期
推
定
の
範
囲
が
さ
ら
に
狭
め
ら
れ
よ
う
ｌ
、
あ
る
い
は
前
述
の
よ
う
に
、
原
著
者
は
む
し
ろ
己
れ
の
た
め
に
本
書
を
執
筆

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
貞
享
二
年
刊
の
序
文
を
記
し
た
某
（
な
に
が
し
）
が
こ
れ
を
補
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
の
確
定
は
、
こ
こ
で

も
ま
だ
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
禄
本
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
を
見
る
と
、
同
本
刊
行
当
時
に
お
い
て
日
脱
は
す
で
に
な
く
、
本
書
歴

代
の
注
記
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
．
円
院
日
脱
聖
人
元
禄
十
一
年
九
月
二
十
二
日
入
寂
在
位
七
年
」
、
次
い
で
「
智
寂
院
日
省
聖
人
」

と
あ
る
べ
き
で
あ
る
に
、
同
本
が
貞
享
本
と
同
じ
く
、
．
円
院
日
脱
聖
人
」
を
以
て
、
こ
の
歴
代
の
項
を
終
え
て
い
る
の
は
、
元
禄
本

が
貞
享
本
を
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た
こ
と
の
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
分
量
的
に
は
Ⅱ
丁
数
で
は
か
わ
ら
な
い
が
、
波
木
井
氏
の
歴
代
も
追
加
補
刻
さ
れ
て
い
る
。
両
本
と
も
に
、
実
長
以
来
十
二

代
の
弥
二
郎
実
春
日
得
ま
で
を
挙
げ
て
、
実
春
が
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
正
月
十
日
「
駿
河
国
高
国
寺
の
城
夜
討
の
時
、
討
死
有
。
其

後
武
田
の
家
滅
亡
有
て
、
身
延
の
町
へ
引
こ
も
り
居
な
り
。
波
木
井
の
末
葉
ハ
今
に
紀
州
・
江
州
・
水
戸
の
城
下
に
あ
り
」
と
記
し
て
、

同
じ
だ
が
、
貞
享
本
は
こ
れ
に
続
け
て
、
「
当
波
木
井
ま
て
ハ
、
さ
ね
な
が
よ
り
は
十
二
代
な
り
」
と
し
て
、
第
一
二
丁
の
裏
を
白
の
ま

ま
と
し
、
「
身
延
鑑
巻
中
終
」
の
尾
題
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寛
政
後
印
本
に
は
、
右
の
「
当
波
木
井
…
…
」
の
文
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
宝
暦
本
の
寛
政
後
印
本
は
、
「
寛
政
五
癸
丑
（
一
七
九
三
）
春
御
入
山
」
の
「
本
義
院
日
地
聖
人
」
ま
で
で
第
八
丁

の
表
に
い
た
り
、
か
っ
こ
の
丁
を
裏
白
に
し
て
い
る
。
貞
享
本
に
お
け
る
歴
代
が
第
六
丁
裏
で
終
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
第
八

丁
表
ま
で
を
そ
れ
に
と
り
、
し
た
が
っ
て
、
同
丁
の
裏
を
白
に
し
て
、
同
本
第
九
丁
の
初
め
を
貞
享
本
第
七
丁
の
初
め
に
対
応
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
貞
享
本
は
な
ぜ
か
、
琳
光
院
日
整
を
「
慶
長
三
年
戊
戊
八
月
廿
日
入
寂
」
と
し
て
い
て
、
明
ら
か

に
「
天
正
六
戊
寅
八
月
廿
日
入
寂
」
と
す
べ
き
を
誤
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
は
未
詳
。

宝
暦
本
が
貞
享
本
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
能
治
院
日
妙
聖
人
宝
暦
七
丁
丑
八
月
三
日
入
寂
在
位
四
年
」
「
耐
治
院
日
辰

聖
人
」
と
し
て
、
こ
の
頃
は
、
終
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
一
二
年
刊
本
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
同
刊
本
を
求
め
得
な
い
い
ま
、
そ
の
こ
と
の
指
摘
の
み
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
寛
政
後
印
Ｉ
補

刻
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
宝
暦
本
歴
代
の
末
尾
に
当
っ
た
で
あ
ろ
う
日
辰
は
第
七
丁
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
が
Ｉ
同
丁
表
は
挿
絵
ｌ
、
こ
れ

と
こ
れ
に
続
く
第
八
丁
表
と
は
Ｉ
裏
は
白
Ｉ
、
他
の
丁
の
文
字
と
若
干
相
異
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
、
日
辰
以
下
を
追
記

し
た
結
果
、
第
七
丁
を
改
刻
、
第
八
丁
を
補
刻
し
て
、
追
加
し
た
と
見
ら
れ
る
。
本
文
の
追
加
に
対
す
る
刊
本
に
お
け
る
処
置
の
仕
方
を

（
７
）

示
す
も
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
か
わ
っ
て
、
織
部
少
輔
実
久
・
織
部
少
輔
実
友
・
主
計
助
実
紀
・
織
部
亟
実
義
・
織
部
亟
実
房
・
織
部
亟
実
忠
を
列
挙
し
、
実

忠
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
残
年
月
日
を
記
し
て
い
る
。
波
木
井
の
歴
世
に
つ
き
、
実
久
以
降
を
追
記
し
た
の
は
、
『
身
延
鑑
』
が

宝
暦
一
二
年
以
限
、
波
木
井
氏
に
よ
り
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
独
占
販
売
権
を

持
っ
た
の
が
「
波
木
井
織
部
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
追
記
の
補
刻
は
、
貞
享
本
に
お
い
て
先
の
第
一
二
丁
表
の
先
の
箇
所

の
次
に
約
四
行
程
の
白
と
同
丁
裏
白
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
分
量
の
異
動
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、

久
遠
寺
歴
代
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
暦
一
二
年
、
本
書
の
独
占
販
売
権
を
掌
中
に
し
た
の
は
、

後
掲
す
る
よ
う
に
、
織
部
亟
実
房
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宝
暦
本
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
波
木
井
氏
歴
世
は
、
実
久
～
実
房
ま
で
で
、

実
義
ま
で
の
人
に
は
、
そ
の
残
年
月
日
が
記
さ
れ
、
実
房
に
つ
い
て
は
、
久
遠
寺
当
住
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
名
の
承
が
記
さ

れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
た
、
宝
暦
本
そ
の
も
の
に
つ
き
、
検
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
下
巻
に
お
い
て
も
、
貞
享
本
が
ｌ
中
下
巻
合
せ
て
の
丁
付
で
あ
る
が
’
第
一
三
丁
か
ら
第
二
○
丁
表
に
い
た
る
八
丁
が
宛
て

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
ｌ
宝
暦
本
は
第
一
○
丁
表
を
以
て
終
っ
て
い
て
、
前
者
よ
り
も
二
丁
多
い
の
で
あ
る
。
増
補
分
の
二
丁
に
は
、

ま
づ
、
「
南
部
六
郎
実
長
感
得
之
祖
師
御
作
の
尊
像
由
来
」
と
し
て
、
実
長
の
添
状
を
掲
げ
た
。
次
い
で
、
実
長
Ⅱ
日
円
の
旧
室
北
房
や

常
題
目
・
天
神
・
円
師
・
万
灯
・
本
地
・
位
牌
・
祈
蒲
の
諸
堂
お
よ
び
御
供
所
・
一
切
経
蔵
・
七
面
影
現
の
宮
に
つ
い
て
ふ
れ
、
第
二
丁

の
裏
に
、
こ
れ
ら
諸
堂
等
の
間
数
（
け
ん
す
う
）
、
す
な
わ
ち
大
き
さ
を
示
し
て
、
こ
れ
を
埋
め
て
い
て
、
続
く
第
三
丁
が
、
貞
享
本
下

巻
初
丁
１
一
三
丁
に
対
応
し
て
、
以
下
、
全
同
で
あ
る
。
こ
の
増
補
分
に
つ
い
て
も
、
波
木
井
氏
が
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ッ
。
フ
さ
れ
て
い
る
。
実

長
の
添
状
に
つ
い
て
も
、
「
実
長
直
筆
の
添
状
、
波
木
井
織
部
代
々
在
之
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
波
木
井
織
部
が
こ
こ
で
も
、

大
き
く
顔
を
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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こ
の
二
つ
は
、
先
づ
第
一
に
、
身
延
山
Ⅱ
久
遠
寺
が
宝
暦
本
の
版
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
増
補
し
た
新
板
を
雛
刻
し

た
の
は
久
遠
寺
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
蔵
版
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、
刊
記
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
売
捌
は
波
木
井
織
部

の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
宝
暦
一
二
年
当
時
の
波
木
井
織
部
と
は
、
先
の
波
木
井
織
部
亟
実
義
は
同
二
年
三
月
一
六
日
死
去
し

て
い
る
か
ら
、
織
部
亟
実
房
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
右
の
表
紙
見
返
に
「
波
木
井
実
房
」
の
名
を
掲
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
第
三
に
、
上
述
の
よ
う
に
増
補
さ
れ
た
部
分
が
、
久
遠
寺
歴
代
と
波
木
井
氏
関
係
に
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
波
木
井
織
部

が
そ
の
こ
と
を
行
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
久
遠
寺
が
新
板
を
鍵
刻
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
貞

享
本
掲
示
以
後
の
歴
代
を
増
補
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
販
売
を
独
占
し
た
波
木
井
織
部
が
、
貞
享
本
に

あ
っ
た
波
木
井
氏
歴
世
を
追
加
す
る
こ
と
も
、
実
長
添
状
や
関
係
記
事
を
新
た
に
挿
入
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
追
加
の
記
事
は
、
恐
ら
く
、
織
部
が
追
記
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
貞
享
本
の
文
体
に
な
ぞ
ら
え
て
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

増
補

身
延
山
蔵
版

新
板

身
延
鑑

波
木
井
氏

I||罐'’
一口一一●

宝
暦
十
二
壬
午
孟
春
‐
身
延
山
蔵
版

身
延
か
重
見え

づ

井
二
絵
図
外
よ
り
一
切
出
し
不
申
候

（
○
⑥
）

翻
っ
て
、
寛
政
後
印
本
の
表
紙
見
返
を
見
れ
ば
、
上
の
よ
う
に
刷
ら
れ
て
い
た
も

の
が
は
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
本
の
刊
記
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
９
）

洛
陽
之
沙
門

身
延
中
町波

木
井
織
部
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第
四
に
、
宝
暦
一
二
年
に
販
売
権
を
独
占
し
た
織
部
を
実
房
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
の
点
に
ふ
れ
る
な
か
で
、
実
房
と
せ
ず
、

織
部
と
し
た
の
は
、
あ
る
い
は
、
増
補
追
記
し
、
こ
れ
を
久
遠
寺
か
ら
刊
行
さ
せ
る
こ
と
に
力
あ
っ
た
の
は
、
実
房
ば
か
り
で
な
く
、
先
代

織
部
亟
実
義
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
房
が
織
部
亟
を
襲
名
し
て
い
る
の
は
、

身
延
波
木
井
家
の
家
督
相
続
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
先
代
実
義
は
本
書
刊
行
の
前
年
死
去
し
て
い
る
か
ら
、
家

督
相
統
後
、
実
房
が
こ
の
こ
と
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
死
去
の
三
月
か
ら
翌
年
正
月
に
い
た
る
一
○
か
月

の
間
に
、
》
」
の
増
補
新
板
刊
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
事
の
加
筆
は
と
も
あ
れ
、
三
八
丁
を
数
え
る
本
書
の

新
刻
が
、
こ
の
間
に
行
な
い
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
、
こ
の
板
木
は
ど
こ
で
彫
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宝
暦
当
時
、
身
延
お
よ

び
そ
の
近
傍
に
板
木
の
彫
師
が
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
身
延
蔵
版
と
は
、
身
延
が
直
接
板
木
を
製
作
し
、
そ
れ
を
蔵
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
資
金
を
提
供
し
、
出
来
上
っ
た
板
木
を
蔵
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
新
刻
は
他
の
地
で
行
な
わ

れ
た
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
い
づ
れ
の
地
で
あ
る
か
を
徴
す
べ
き
な
に
も
の
も
な
い
。
甲
斐
・
駿
河
地
方
に
お
け
る
出
版
状
況

を
知
る
術
も
な
い
現
在
、
そ
の
場
所
は
、
遠
く
江
戸
・
京
都
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、

宝
暦
十
一
年
三
月
か
ら
翌
年
正
月
ま
で
の
一
○
か
月
間
に
お
い
て
、
実
房
の
象
に
よ
り
宝
暦
本
が
製
作
さ
れ
た
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

先
代
実
義
の
こ
ろ
か
ら
の
事
業
が
、
実
房
の
代
に
お
い
て
結
実
し
、
実
房
は
そ
の
果
実
と
し
て
販
売
権
を
得
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
、
喋
々
し
た
の
は
、
近
世
に
お
け
る
地
方
出
版
に
対
す
る
研
究
の
未
開
拓
や
中
央
出
版
に
お
い
て
も
製
作
過
程

と
そ
の
内
容
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
想
い
が
い
た
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
は
、
刊
記
に
「
身
延
か
望
見
井
二
絵
図
」
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
の
挿
絵
は
、
貞
享
本
上
三
丁
後
半
葉
Ｉ
裏
（
ゥ
）

四
丁
前
半
葉
Ⅱ
表
（
オ
）
Ｉ
宝
暦
本
上
三
丁
ウ
四
丁
オ
（
以
下
、
上
に
同
じ
）
・
上
七
丁
ウ
八
丁
オ
ー
上
七
丁
ウ
八
丁
オ
・
上
十
丁
オ
ー
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上
十
丁
オ
・
上
十
三
丁
オ
ー
上
十
三
オ
・
中
二
丁
ウ
三
丁
オ
Ⅱ
中
二
丁
ウ
三
丁
オ
・
中
六
丁
オ
ー
中
七
丁
オ
・
中
九
丁
ウ
十
丁
オ
ー
中
十

一
丁
ウ
十
二
丁
オ
・
下
十
四
丁
ウ
十
五
丁
オ
ー
下
四
丁
ウ
五
丁
オ
・
下
十
八
丁
オ
ー
下
八
オ
、
等
の
箇
所
に
あ
る
。
両
本
の
挿
絵
の
箇
所

が
整
合
し
な
い
の
は
、
上
述
の
追
加
の
も
た
ら
し
た
こ
と
。
図
柄
は
、
宝
暦
本
の
そ
れ
が
貞
享
本
を
模
刻
し
て
い
て
、
全
く
同
じ
で
あ

る
。
な
お
、
挿
絵
も
新
刻
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
挿
絵
が
、
身
延
の
様
相
を
写
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
上
巻

七
丁
ウ
八
丁
オ
の
そ
れ
を
除
け
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
刊
記
に
い
う
「
井
二
絵
図
」
と
は
、
案
内
記
に

ふ
さ
わ
し
い
絵
図
が
、
別
に
作
製
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宝
暦
一
二
年
当
時

（
ｍ
）

の
刊
行
の
絵
図
は
、
ま
だ
見
る
を
得
な
い
が
、
山
梨
県
立
図
書
館
「
甲
州
文
庫
」
に
、
次
の
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
甲
州
文
庫
目

録
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
発
行
の
「
身
延
山
絵
図
」
に
波
木
井
織
部
の
名
が
見
え
る
。
現
物
を
見
て
い
な
い
が
、
か

つ
て
波
木
井
織
部
の
刊
行
し
た
「
絵
図
」
を
同
年
重
刷
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
『
身
延
鑑
』
と
同
じ
く
、

「
身
延
山
絵
図
」
が
、
宝
暦
一
二
年
以
降
、
波
木
井
織
部
に
よ
っ
て
独
占
的
に
売
り
捌
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
『
身
延
鑑
』
と
「
身

延
山
絵
図
」
と
は
、
い
わ
ば
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
身
延
詣
で
の
ガ
イ
ド
や
参
詣
の
土
産
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
『
身
延
鑑
』
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
考
察
を
し
て
き
た
。
な
お
残
さ
れ
た
問
題
の
一
、
二
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
つ
は
、
元
政
の
『
象
の
ぶ
道
の
記
』
が
代
表
す
る
よ
う
な
紀
行
文
か
ら
案
内
書
へ
の
展
開
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
転
機
を
示
す

も
の
と
し
て
も
、
『
身
延
鑑
』
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
書
に
は
、
な
お
紀
行
文
的
要
素
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

二
つ
は
、
や
は
り
、
本
書
諸
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
則
し
て
の
検
討
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
同
一
刊
記
を
も
ち
な
が
ら
、
実
際
の
印

お
わ
り
に
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刷
が
刊
記
に
見
え
る
刊
行
年
時
に
行
な
わ
れ
た
の
か
、
後
印
Ｉ
後
刷
り
な
の
か
、
い
っ
て
承
れ
ば
、
そ
の
時
差
を
な
か
な
か
に
弁
別
し
難

い
刊
本
に
お
け
る
初
刷
と
後
印
と
改
板
と
補
刻
に
つ
い
て
考
慮
す
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
出
版
史
的
考
察
ば

か
り
で
な
く
、
本
稿
が
ま
さ
に
残
し
た
問
題
で
あ
る
が
、
刊
行
時
が
明
白
な
よ
う
に
、
『
身
延
鑑
』
刊
行
は
天
保
期
に
集
中
し
て
い
た
。

、
）

こ
の
時
期
、
祖
師
信
仰
・
身
延
信
仰
が
高
揚
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
身
延
の
出
開
帳
な
ど
に
よ
っ
て
も
徴
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
刊

行
の
集
中
は
ま
た
祖
師
信
仰
の
高
揚
と
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
は
、
身
延
蔵
版
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察

し
た
折
、
す
で
に
言
及
し
た
が
、
近
世
に
お
け
る
地
方
出
版
の
状
況
と
そ
の
技
術
者
た
ち
を
把
捉
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
枚
刷
や
僅
か
数

丁
の
分
量
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
地
方
諸
寺
院
の
縁
起
類
の
開
板
は
、
中
央
の
出
版
技
術
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
恐
ら
く
、

地
方
在
住
の
彫
師
ら
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
埋
も
れ
た
地
方
の
板
木
彫
師
の
発
掘
も
ま
た
、
困
難
と
は
い
え
、
近
世
出
版
史
を

考
察
す
る
場
合
、
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
加
え
れ
ば
、
霊
場
案
内
書
と
し
て
の
『
身
延
鑑
』
や
そ
の
他
諸

寺
案
内
書
等
の
成
立
と
出
版
は
、
お
お
よ
そ
近
世
中
期
以
降
顕
著
と
な
る
名
所
記
・
霊
場
記
の
出
版
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
日
蓮
宗
の
そ
れ
が
、
他
宗
の
そ
れ
と
、
先
行
後
進
、
い
づ
れ
の
時
差
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。
多

分
そ
れ
は
、
一
宗
派
に
踊
跨
し
な
い
、
近
世
庶
民
信
仰
史
の
解
明
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
鷲
尾
順
敬
編
第
二
期
「
国
文
東
方
仏
教
叢
書
」
寺
誌
部
に
収
め
ら
れ
た
本
書
の
解
題
お
よ
び
望
月
日
雄
編
『
身

延
鑑
』
「
あ
と
が
き
」
に
お
け
る
解
題
（
藤
井
教
雄
稿
）
お
よ
び
『
近
世
文
学
資
料
類
従
ｌ
古
板
地
誌
編
聡
』
収
録
の
貞
享
本
『
身
延
鑑
』
に
関
す

る
森
川
昭
氏
の
解
説
の
三
つ
し
か
、
筆
者
は
知
ら
な
い
。

本
稿
に
つ
い
て
は
冠
賢
一
・
北
村
行
遠
（
聡
）
・
林
是
晋
氏
か
ら
御
示
教
を
得
て
い
る
。
記
し
て
、
そ
の
学
恩
を
謝
す
。

(I43)



（
２
）
北
村
行
遠
氏
の
提
供
に
よ
る
。
な
お
、
前
註
『
類
従
』
収
録
の
赤
木
文
庫
本
の
貼
外
鼬
は
「
み
の
ぶ
か
上
ミ
」
。

（
３
）
本
書
に
は
変
体
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
通
行
の
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
漢
字
に
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
必
要
な
場
合
以
外
は

都
て
省
略
に
し
た
が
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
４
）
「
洛
陽
沙
門
記
之
」
と
彫
っ
て
あ
る
場
所
は
、
貞
享
木
の
「
洛
陽
之
沙
門
」
と
彫
っ
て
あ
っ
た
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
貞
享
本
で
は
、
刊
記

を
刻
し
た
葉
の
左
上
端
に
「
身
延
鑑
巻
下
終
」
と
あ
っ
た
が
、
元
禄
本
で
は
、
こ
れ
を
彫
っ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
、
国
立
国
会
図
書
館
本
は
上
巻

の
表
紙
に
、
恐
ら
く
、
「
身
延
山
根
元
記
壱
芒
な
る
貼
外
題
の
あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
あ
と
が
あ
る
。

（
５
）
松
会
三
四
郎
・
並
河
甚
三
郎
に
つ
い
て
は
、
冠
賢
一
氏
の
示
教
を
得
た
。

（
６
）
前
記
藤
井
教
雄
氏
の
解
題
は
、
こ
の
『
年
表
』
の
い
う
と
こ
ろ
に
従
っ
て
お
ら
れ
る
。

（
７
）
同
じ
こ
と
が
別
本
で
も
い
え
る
。
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
宝
暦
十
二
年
の
刊
記
を
も
つ
『
身
延
鑑
』
が
二
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
両
本
は
全
く

同
時
刊
行
の
も
の
で
、
実
際
に
は
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
に
入
山
し
た
上
妙
院
日
奏
ま
で
を
記
し
て
い
る
。
寛
政
後
印
本
の
末
尾
で
あ
っ
た
本

義
院
日
地
以
後
、
教
山
院
日
沽
・
明
静
院
日
全
ｂ
堅
樹
院
日
盛
ま
で
の
入
寂
年
月
日
と
在
位
年
数
１
日
全
に
つ
い
て
は
在
位
年
数
を
記
し
て
い
な
い

ｌ
を
記
し
て
、
現
住
が
日
奏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
本
は
、
文
化
三
年
以
降
、
日
奏
の
寂
年
同
一
二
年
に
い
た
る
ま
で
の

後
印
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
追
刻
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
余
白
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
次
に
述
べ
る
波
木
井
氏
歴

代
に
つ
い
て
は
、
寛
政
後
印
本
と
同
じ
く
、
波
木
井
織
部
亟
実
忠
を
以
て
終
っ
て
い
る
。
両
本
は
、
と
も
に
上
中
下
三
冊
で
、
上
巻
に
は
「
み
の
ぶ

か
壁
ミ
上
」
中
・
下
巻
に
は
「
み
の
ぶ
か
墜
見
中
（
下
）
」
の
貼
外
題
が
あ
る
。

（
８
）
前
注
で
述
べ
た
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
両
本
に
は
、
こ
れ
が
な
い
。

（
９
）
「
洛
陽
之
沙
門
」
は
、
貞
享
本
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
刻
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
窯
暦
本
は
、
元
禄
木
を
で
は
な
く
、
貞
享
本
を

底
本
ｌ
版
下
で
な
い
こ
と
は
、
両
本
の
比
較
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
る
ｌ
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
刻
し
て
い
る
理

（
皿
）
『
甲
州
文
庫
目
録
』
上
八
九
ペ
ー
ジ

（
ｕ
）
高
木
豊
「
日
蓮
宗
の
縁
起
と
開
帳
」
（
『
大
崎
学
報
』
二
三
号
）
・
北
村
聡
「
江
戸
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
開
帳
」
（
中
尾
尭
編
『
日
蓮
宗
の

諸
問
題
』
所
収
）
。
な
お
天
保
期
に
お
け
る
本
書
刊
行
に
つ
い
て
は
、
「
『
身
延
鑑
』
管
見
ｌ
●
ハ
ー
ト
Ⅱ
ｌ
」
を
用
意
し
て
い
る
。
（
『
日
蓮
教
学

研
究
所
紀
要
』
八
号
掲
戦
予
定
）

由
は
わ
か
ら
な
い
。

(I44)


